	盗難・紛失・情報漏洩・破損事故――――――――――――――――――
さまざまな盗難・紛失・破損事故については、次のように対応する
　　　　　
　利用者に被害が及ぶ事故　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
備品破損、個人情報漏洩など

●こちらが原因で相手に被害を与えてしまった場合

　　→全面的にこちらの負担で補償する

　＜例＞

　・利用者宅の鍵の紛失……鍵を変更し、その料金は事業所で負担

　・カルテ紛失……その旨を利用者にお伝えし、謝罪する

　・車いすの破損……可能ならば保険で修理

　
●原因がはっきりしない場合は、利用者・家族との話し合いをする

　
　スタッフ・ステーションが被害に遭う事故　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
盗難、備品破損・紛失など

●ステーションへの泥棒・自転車の盗難など→警察に被害届を出す

●その他の盗難は臨機応変に

●ステーションの備品の破損・紛失の場合は、管理責任者に報告書を提出する
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